
コロナ時代の新しい気づきや生活・行動・仕事の変化について 
          

 
 
 

         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 
 
 

         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 
 
 

         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          



          

 
 
 

         

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

▶新しい気づきや変化として、特に、「健康の大切さを意識するようになった」ことを経験したのは 81%
と高い割合でした。自由記述では、自分自身の可能性や強みに気づいたり、健康的な生活習慣が身につい

たという内容がみられました。同じ目標に向かって団結して行動することが、集団の連帯感を生み、親切

心や社会貢献意識につながったという気づきもみられました。 
▶このようなポジティブな気づきや変化は、新型コロナウイルス感染症によって困難な思いをされた
方々にとってむしろその記述を読むことで苦痛を感じることがあるかもしれ ません。多くの人がポジテ
ィブな経験をしていると感じ、疎外感を感じられることがあるかもしれません。被害の渦中にある方に

とっては、ポジティブな側面を逆境の中に探す行為が、怒りや抵抗、悲しみの気持ちを高めることがあり

ます。そのため、本調査の結果からネガティブな感情をもつことがあったとしても、それはとても自然な

ことです。本学術調査の結果は、決してポジティブな振り返りを促すためのものではありません。日本人

労働者の体験を量的・質的に記述し、整理することで現象を記録するために行われています。本調査のテ

ーマは、十分な配慮と慎重さが求められる内容です。 
▶実際、回答者のうち 45.3%は自由記述に「特になし」と回答していました。回答選択肢が提示される形
式の設問では、何らかのポジティブな経験したと回答していたとしても、その振り返りを促されること

を不快に感じる人もいらっしゃると考えられます。感染症そのもの自体は肯定的にとらえられるもので

はありません。それは災害であり、多くの人にとって逆境と感じられることは確かです。そして、この苦

痛が永遠でないことをこころにとどめながら、その苦痛と違った視点から向き合おうと自然に思えるま

では、この苦痛とともにある（身を任せる）ことも大切なことです。つらさの中にとどまる期間が、自分

自身の中に新しい成長の土台をつくるための土壌を作ることもあるでしょう。ただ、苦しみの中にいる

ときにもすでに「成長の芽」が感じられる人もいますし、他の人がどのような意味をコロナ禍に見出して

いるか知ることで、自分の中に新しい気づきや今後の展望が持てるということもあるかもしれません。

危機への対処は人生の転換点（ターニングポイント）になることもあります。 
▶また、もともと個人の特性として心理的柔軟性や楽観性が高い方で、ポジティブな意味の見出しが得
意な方が自由記述に多く回答している可能性があります。逆に言えば、心理的資源や特性によって、つら

い経験の中で得られたことやポジティブな変化を見つけることが難しい方がいると考えられます。その

ような気づきを他者から促すことは困難であると言われていますが、日常的な人と人とのかかわりの中

で共感しながら語り合い、自然に振り返りを経験していくプロセスが効果的であることが知られていま

す。同じ経験をもつ者同士として、ネガティブなことも、ポジティブなことも含めてこのコロナ禍での経

験について誰かと語り合う機会があることは大切かもしれません。ただし、繰り返しではありますが、個

別の経験や生活への影響には大きな個人差があるため、十分な配慮と慎重さが求められるテーマです。  
出典：コロナ時代の新しい気づきや生活・行動・仕事の変化について（公開：2020.12.25） 
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